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研究成果の概要（和文）：本研究は、眼表面温度と前眼部血流の関連性を明らかにし、さらに角膜知覚が寄与す
るオキュラーサーフェスの恒常性維持に係るメカニズムを解明することを目的とした。前眼部用LSFGと前眼部用
サーモグラファーを用いてヒトの眼表面の血流および温度の測定方法の確立を行い、その後、正常ボランティア
（Itokawaら Diagnositics 2020）、マイボーム腺機能不全（MGD）（須磨崎ら、角膜カンファランス2021）、ド
ライアイ（糸川ら、角膜カンファランス2022）、コンタクトレンズ装用（糸川ら、ARVO2022）による眼表面の変
化を温度と血流の観点から実証し、新しい知見を数多く発表することができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the relationship between ocular 
surface temperature (OST) and anterior segment blood flow, and to further elucidate the mechanisms 
involved in maintaining ocular surface homeostasis, to which corneal perception contributes. First 
of all, we established a method for measuring human ocular surface blood flow and OST using an LSFG 
and thermographer for the anterior segment or the eye, followed by the measurement of blood flow and
 temperature in normal volunteers (Itokawa et al. Diagnositics 2020), meibomian gland dysfunction 
(MGD) (Sumazaki et al., Japan Corneal Conference 2021), dry eye (Itokawa et al. Japan Corneal 
Conferences 2022), and the contact lens wearer (Itokawa et al. ARVO 2022), demonstrating changes in 
the ocular surface in terms of temperature and blood flow. We have presented and published many new 
findings.

研究分野：眼科学

キーワード： 眼表面温度　角膜知覚　前眼部血流　ドライアイ　オキュラーサーフェス

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ドライアイやアレルギー性結膜炎などのオキュラーサーフェス疾患はcommon diseaseであり、わが国でも患者数
が増加している。両疾患とも眼表面の恒常性が様々な原因で破綻し、眼表面の知覚神経である三叉神経を介して
「目の乾き」や「目のかゆみ」を自覚する。これらの自覚症状はQOLの低下や、仕事の生産性の低下につながる
ため、本疾患は社会的な影響が大きい。本研究で扱った眼表面の恒常性維持に関わる「温度」や「血流」という
因子は、これらオキュラーサーフェス疾患の病態解明だけでなく、自覚症状の改善に効果のある新規治療の開発
につながると考えられ、その社会的意義は大きいと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
申請者（堀）は以前よりオキュラーサーフェス疾患の研究を行っており、特にオキュラーサー

フェスの恒常性に関わる因子について注目してきた。特に、涙液が安定的に眼表面に存在するこ

とで、角結膜上皮細胞は健全に保たれており、涙液動態はオキュラーサーフェスの恒常性維持に

重要な役割を担っていると考えられる。 

以前より、眼表面温度（OST: Ocular surface temperature）は涙液動態を反映しているとさ

れており、眼表面温度に影響を与える様々な因子を明らかにすることで、新たなオキュラーサー

フェス疾患の病態解明ができるのではないかと考え、我々は「前眼部血流」と「眼表面温度」の

関係に着目し、研究を開始した。まず申請者は、前眼部血流を測定できる前眼部用 LSFG を開発

し、前眼部の血流を LSFG で測定することに成功した（図）。 

オキュラーサーフェスは様々な神経

支配を受けている。申請者はオキュラ

ーサーフェス恒常性の維持のために、

前眼部血流と眼表面温度の変化が何ら

かの形で知覚神経へ影響していると考

え、本研究の着想に至った。 

 
２．研究の目的 

（１）ヒトにおける眼表面温度と前眼部血流の関係について 

今回、申請者は、ヒトの眼表面の恒常性の維持のために眼表面温度や前眼部血流がどのように

関係しているかを検討するために、様々な条件や疾患における眼表面温度および血流を測定し

た。最終的には角膜知覚神経を制御する因子として前眼部血流や温度が関与しているかを明ら

かにし、オキュラーサーフェスの恒常性維持や自覚症状の改善に有効な新規治療の開発につな

げたいと考えている。 

（２）ドライアイモデル動物における涙液動態と知覚・痛覚の関係について 

 ドライアイでは眼表面における涙液安定性の低下により、角結膜上皮障害を起こすだけでな

く、眼乾燥感や眼疼痛といった症状を訴えて QOL や社会的な生産性の低下に関連する。今回の研

究ではラットドライアイモデル動物を用いて知覚過敏や痛覚過敏とドライアイの関係を明らか

にしたいと考え、実験を施行した。 

 
３．研究の方法 
（１）ヒトにおける眼表面温度と前眼部血流の関係について 
●ヒトにおける眼表面温度と前眼部血流を測定するため、前眼部用レーザースペックルフロー
グラフィ（LSFG）および前眼部用サーモグラフィを用いて、in vivo での測定系の確立を行った。
その後、正常ボランティアに対して温罨法およびカプサイシン刺激により眼表面温度と血流の
変化について経時的に測定した。 
●コンタクトレンズ装用における不快感（Contact Lens Discomfort）を模倣するため、コンタ
クトレンズ装用者のボランティアに 1 時間のタブレットでの映像視聴と扇風機での風刺激を行
ない、これらの負荷の前後の前眼部血流と眼表面温度の変化を測定した。 
●長時間のマスク装用によるドライアイ（Mask-associated Dry Eye: MADE）における眼表面の
状態を調べるために健常ボランティアに対してマスク装用前後の眼表面温度と前眼部血流の変
化を測定した。 
（２）ドライアイモデル動物における涙液動態と知覚・痛覚の関係について 
●片眼のみを涙腺摘出したドライアイモデルラットを用いてドライアイによる中枢性の感作か
ら神経障害性疼痛が生じることを証明する実験を行った。 
 



４．研究成果 
 
（１）正常ボランティア 20名に対して眼周囲を
温める温罨法を行い、直後、5，15，20 分後の眼
表面温度（OST）と前眼部血流（MBR）を計測し
たところ、温度と血流は同じような変化を示し
た。一方、反対に、カプサイシンを口に含んで
意図的に眼周囲の血流を上昇させたところ、同
様に眼表面温度も上昇し、両者は有意に相関し
た（Itokawa et al. Diagnostics 2020）（右図、
引用文献１）。 
 
（２）コンタクトレンズ装用における不快感
（Contact Lens Discomfort）を模倣し、コンタ
クトレンズ装用者に 1時間の映像視聴と扇風機
での風刺激を行ない負荷の前後の前眼部血流と眼表面温度の変化を測定したところ、負荷前後
の血流や温度の変化は、水濡れ性が良いコンタクトレンズを装用しているときの方が少なく、眼
表面に負担の少ないコンタクトレンズは、装用感もよく、温度や血流の変化が少なく、眼表面の
恒常性が維持できている可能性が示唆された。 
 
（３）健常ボランティアに対してマスク装用前後の眼表面温度と前眼部血流の変化を測定した
ところ、マスク装用後において角膜および結膜温度は有意に上昇し、涙液層破壊時間（BUT）は
有意に低下した。マスクの上方
の隙間に対してサージカルテ
ープを貼って同様の測定を行
うと、これらの変化は生じなか
った（右図）。以上の結果からマ
スク装用によるドライアイ
（Mask-associated Dry Eye: 
MADE）はマスクの上方の隙間か
ら漏れ出る呼気の流れが影響
していると思われる。 
 
（４）片側のみ涙腺摘出したドライアイモデルラットでは、摘出側のみ感覚過敏と疼痛過敏が出
現し、摘出側の三叉神経核において、神経過活動、グリア細胞の活性化、抑制性介在神経の変性
による減少、そして電位依存性 Ca2+チャネルα2δサブユニット発現が亢進していた。また、一度
病態が完成してしまうと、点眼治療で角膜上皮障害が消失しても感覚過敏と疼痛過敏は改善し
なかった。そこで、α2δサブユニットのリガンドであるプレガバリンの持続皮下投与を行った
ところ、感覚過敏と疼痛過敏が改善し、α2δサブユニット発現が健常眼レベルまで戻った。プ
レガバリンは神経障害性疼痛に用いられている薬剤であり、ドライアイが誘発する眼における
神経障害性疼痛の治療にも有効である可能性が示唆された（下図、引用文献２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（引用文献） 
１）Itokawa T, Suzuki T, Okajima Y, et al. Correlation between Blood Flow and Temperature of 
the Ocular Anterior Segment in Normal Subjects. Diagnostics 2020; 10(9):695. Doi: 
10.3390/diagnostics10090695 
２）Tei Y, Mikami Y, Ito M, et al. Pathogenic Mechanism of Dry Eye-Induced Chronic Ocular Pain 
and a Mechanism-Based Therapeutic Approach. Invest Ophthalmol Vis Sci. 2022 63(1):7. Doi: 
10.1167/iovs.63.1.7. 
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